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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
近年､不安定プラー クの形成 におけるプラーク内出血 およびマクロファージに発現す
るヘモグロ ビンスカベ ンジ ャー レセプターが注 目されてお り､その関連性 ､さらに酸
化 ス トレス との関与について安定狭心症(SAP)､不安定狭心症 (UAP)患者において検討
した｡SAP39例､UAP35例の責任病変 の組織 を用いて､プ ラー ク内出血､酸化 ス トレス
マーカー､ヘモグロビンスカベ ンジ ャー レセプターの発現 を検索 した｡プラーク内出
血 および酸化ス トレスの程度は､UAPがSAPに比べて有意 に高値であ った｡ また､マク
ロファージに対するヘモ グロビンスカベ ンジ ャー レセプターの局在比率も､UAPが有意
に高値であ り､これはプラーク内出血や酸化 ス トレスの程度 と有意な正相関を示 した｡
ヒ ト冠動脈プラークでは､プ ラー ク内出血 ､ヘモグロビンスカベ ンジ ャー レセプタ
ーの高度な発現 とそれに伴 う酸化 ス トレスの増強が､プ ラーク不安定性 に密接に関与
す ることが示唆 された｡
論 文 蕃 査 結 果 の 要 旨
本研究は､不安定プラークの形成におけるプラーク内出血およびマクロファージに
発現する-モグロビンスカベンジャーレセプターの関連性､さらに酸化ストレスとの
関与について安定狭心症と不安定狭心症患者において検討 したものである｡
ヒト冠動脈プラークでは､プラーク内出血､-モグロビンスカベンジャーレセプタ
ーの高度な発現とそれに伴う酸化ストレスの増強がプラーク不安定性に密接に関与す
ることを示唆した貴重な論文であり､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
